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特　集

こ
ど
も
た
ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
は
、私
た
ち
の
宝
物
で

す
。そ
の
笑
顔
を
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

い
ま
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、少
子
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
等
、こ
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。実
体
験
や
多
様

な
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
る
中
で
、直
方
市
は
令
和
７
年
９
月
、「
直
方
市
乳
幼
児

教
育
・
保
育
の
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
指
針
は
、特
定
の
大
人
と
の
愛
着
関
係
を
基
盤
に
、

友
だ
ち
や
地
域
へ
と
関
係
を
広
げ
、豊
か
な
経
験
を
通
し
て

「
心
の
安
定
」
と
「
生
き
る
力
の
基
礎
」
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、「
の
び
の
び
と
お
お
ら
か
で
、

ガ
チ
で
や
り
切
る
、た
く
ま
し
い
の
お
が
た
っ
子
」
で

す
。 

そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
の
姿
を
支
え
る
の
は
、家
庭
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。幼
稚
園
や
保
育
所
、そ
し
て
地
域
全
体

が
手
を
取
り
合
い
、社
会
全
体
で
こ
ど
も
を
育
む
大
き
な
輪

が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
特
集
で
は
、東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
や
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
等
、こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

「
直
方
市
の
つ
な
が
り
」
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　市と筑豊高校が校内で協働で運営する子育てサロン「ち

くちくワンダーランド」は、地域で子育てを支え合う多世代

交流の拠点です。生活デザイン科の生徒たちが手作りのお

もちゃやふれあい遊びを通して、乳幼児や保護者と温かく

交流します。

　指針が掲げる「皆で学び、遊ぶ場」を体現するこの場で

は、こどもたちがのびのびと遊ぶ一方で、高校生も、こども

や子育てを身近に感じながら、楽しく、実践的に学ぶこと

ができます。また、保護者が安心して立ち寄り、悩みや不安

を気軽に相談し合える場としても、大切な役割を担ってい

ます。世代を超えた温かなつながりの中で、保護者の子育

ての不安をやわらげるとともに、高校生も、未来の地域を

支える一員として成長するなど、地域みんなで子育てを支

え合う循環を生み出しています。

【ちくちくワンダーランドの詳細と今後の予定】

対 0歳児から就学前までのこどもと保護者、妊娠中の人
時９月１６日（水）絵本読み聞かせ講座・交流
　  １１月１４日（土）筑豊高校文化祭
　　　　　　　「ちくちくワンダーランド」であそぼう！
       １２月９日（水）おやつレシピ紹介（高校生）・交流
       １月１３日（水）手づくり小物紹介（高校生）・交流

　市では、東京藝術大学と連携したユニークな幼児教育研修を行っています。

対象は、市内の保育所・幼稚園・認定こども園で働く保育士や幼稚園教諭、保育

教諭です。本事業の目的は、受講者が「本物」のアートに触れ、五感で体験する

こと。自らの感性を磨き、保育・教育技術の向上につなげます。今年度は年間を通

じて、講演会やオンライン講義等を実施しています。また、7月29日には、造形ワー

クショップを行いました。

　受講者が研修での学びを日々の保育・教育に活かすことで、こどもたちの

「学ぶ力」の土台を築きます。乳幼児期に「あそび」を通して育まれる好奇心、

豊かな感性、意欲、そしてコミュニケーション能力。これら「生きる力の基礎」作り

を、市は全力で支えていきます。
→市の事業等の詳細は、P.4～5「市とつながる」に掲載しています。

▲「直方市乳幼児教育・
　保育の指針」の詳細は
　市ホームページ

pick up!

　未来を担うこどもたちを地域全体で育むため、多くの

ボランティアや市民団体が手を取り合って子育て支援

に取り組んでいます。未就学児の親子が気軽に集える

場所や、ほっと一息つける遊び場の運営、絵本の読み

聞かせを行うブックスタート等、活動は多岐にわたりま

す。孤立しがちな子育て期に、地域が温かい居場所と

なり、多世代で支え合う体制が市内に広がっています。
→団体等の詳細は、P.6～7「親子でつながる」に掲載しています。

pick up!

pick up!

▲詳細は市ホームページ

▲ ５月２２日に開催された講演会の様子。
　東京藝術大学との連携事業の詳細は今後､
　市のホームページ等で発信する予定です。

▲直方市地域子育て支援センター


